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 冨井 忠雄 

2 月 23 日（木）雨 59 名 

降水確率 40％だったが、午前中は雨となり、

各 G の自主活動となった。 

里山 G は椎茸榾木玉切り、薪材運搬、薪割り。

景観 G は伐採竹材の粉砕作業を中止し、彩の森

にワラビの根を植える。花班はギボウシ、ハン

ゲショウの草引き、寒肥やり。ビオ班は蓮池西

側通路に木道を設置、タナゴ池に防鳥ネットを

張る。パトロールＧは 3 コースのパトロール、

竹杭作り、立ち入り禁止区域（「きたかべ」と呼

んでいる）の植生管理方法の確認。果樹Ｇは実

りの森の南斜面の整備、橘の剪定、粉砕チップ

のコンポストへの集積。 

 

3 月 2 日（木）午前中雨 68 名 

早朝の雨で作業環境が悪く、協働活動（椎茸

菌打ち・榾木の整理、アダプトプログラム）は

延期となった。 

里山 G はメタセコイアの植樹、No.26 区画の

椎茸榾木置き場整備、薪割り。エコ G は玉葱の

追肥、ピーマンなどの種播き、野菜の収穫と販

売。景観 G は BC 西側竹林での伐採竹材の粉砕

作業。花班はアガパンサス、イチハツの草引き

など。ビオ班は北側水田の東側水路の泥上げ、

西池の法面の補修。パトロールＧは１コース観

察路の笹草刈り、立入り禁止地区「きたかべ」

の調査など。果樹Ｇは実りの森の橘の整備、ブ

ルーベリーの移植床の設置など。 

3 月 3 日（金）京大徳地先生他 11 名+5 名 

京都大学の徳地先生、他 11 名がならやまに

訪問され、里山保全活動の概要を説明し、なら

やま里山林を案内。 

 

3 月 9 日（木）晴れ 76 名 

+2 名（奈良県景観・自然環境課） 

協働活動（椎茸菌打ち、榾木・伐採木整理、

アダプトプログラム）を実施。新入会員（大山

博美さん）が紹介された。 

里山 G は椎茸菌打ち、榾木・伐採木整備の主

導、遊びの森の遊具撤去、薪割り。エコ G はカ

ボチャなどの種まき、ジャガイモの植付け、野

菜の収穫と販売。景観Ｇは伐採竹材の粉砕。花

班はＢＣの桜周辺の草引きなど。ビオ班は西池

の西、東側の法面の補修と廃材の撤去。パトロ

ールＧは 2 コースのパトロール、「きたかべ」

の観察路作りなど。果樹Ｇは南斜面の整備、ブ

ルーベリー移植床への腐葉土すき込みなど。 

 

3 月 16 日（木）晴れ 69 名 

わいわい桜祭り、新入会員歓迎会についてそ

れぞれのスタッフが打ち合わせ。 

里山 G は椎茸榾木置き場間伐整備、コナラ・

クヌギの実の苗床への植付け。エコ G はジャガ

イモの植付け、夏野菜の種播き、野菜の収穫と

販売。景観Ｇは伐採竹材の粉砕。花班は野草園

の草引きなど。パトロールＧは 3 コースのパト

ロール、観察路草刈り、4 月 6 日の自然観察会

の打ち合わせなど。果樹Ｇはブルーベリーの移

植、レモンと金柑の植付けなど。 


